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第８期湖沼水質保全計画（素案）

補足資料



水質保全対策の実施状況
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■点源対策
下水道等の生活排水処理施設の整備、工場排水規制

全国第６位
91.6%(R2)下水道普及率(%)



■面源対策
農業排水の汚濁負荷削
減、河川直接浄化施設の
整備、水性舗装の整備等

市街地排水浄化施設 農業排水浄化

環境こだわり農業の産物栽培面積（ha）

12,987ha
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（年度）

COD流入負荷量（kg/日) 全窒素流入負荷量（kg/日) 全りん流入負荷量（kg/日)

琵琶湖に流入する汚濁負荷量の推移

• 陸域からの流入汚濁負荷量は抑制された状態が続いて
ている。



水質の動向
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項 目 目標値
Ｒ２年度
測定値

達成
状況

計画期間中
最小～最大

北
湖

ＣＯＤ（75％値） 2.8 2.8 ○ 2.6～2.9

ＣＯＤ（平均） 2.4 2.5 × 2.3～2.6

全窒素（平均） 0.24 0.20 〇 0.20～0.23

南
湖

ＣＯＤ（75％値） 4.6 5.3 × 4.1～5.3

ＣＯＤ（平均） 3.2 3.5 × 3.2～3.5

全窒素（平均） 0.24 0.24 ○ 0.22～0.32

全りん(平均） 0.012 0.015 × 0.011～0.017

第７期湖沼計画の目標達成状況
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データ：滋賀県琵琶湖環境科学研究センター



・ COD等の環境基準点は８地点
（北湖４地点、南湖４地点）

・ 全窒素・全りんの環境基準点は４地点
（北湖３地点、南湖１地点）

琵琶湖における水質環境基準※点

※ 環境基準とは、人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持する
ことが望ましい基準であり、環境基本法に基づき定められている。
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ＣＯＤ（７５％値）

• 北湖については、１期から４期まで目標水質を未達成、５期以降は達成し

たが、低下には至っていない。

• 南湖については、１期から５期まで目標水質は未達成、６期では達成した

が、７期で再び目標水質が未達成となった。

第２期 第５期第３期 第６期第４期第１期
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７期目標値 Ｒ２測定値

北湖 2.8 2.8
南湖 4.6 5.3

データ：滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

第７期



全窒素（Ｔ－Ｎ）（年平均）

• ３期計画以降は、負荷量の削減に伴い改善傾向にある。

• ７期では、北湖および南湖の両方で水質目標を達成し、北湖は環境基準
も達成した。
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データ：滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

７期目標値 Ｒ２測定値

北湖 0.24 0.20
南湖 0.24 0.24

第３期 第４期 第５期 第６期第２期 第７期



全りん（Ｔ－Ｐ）（年平均）

• 全窒素の動向と同じく、負荷量の削減に伴い改善傾向にある。

• ６期では、目標水質を達成していたが、７期では再び目標水質は未達成と
なった。

７期目標値 Ｒ２測定値

南湖 0.012 0.015
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データ：滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

第３期 第４期 第５期 第６期第２期 第７期
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【参考】 ＴＯＣ（年平均）
７期目標値 Ｒ２測定値

北湖 1.5 1.6
南湖 2.0 2.3

データ：滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

• ＣＯＤと同様に、概ね横ばい傾向ある。
• 北湖、南湖ともに水質目標未達成であった。

第７期



琵琶湖の水質の保全に関する方針

13



良好な水質と豊かな生態系を両立する
新たな水質管理手法の検討
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「琵琶湖における有機物収支の把握に関す
る研究」：H27採択

有機物収支に着目した、琵琶湖の食
物連鎖に関する研究。

湖内の有機物収支において、不明で
あった微生物食物連鎖にかかる有機
物収支を調査、解明して、生態系にか
かる水質管理の要点を明らかにした。

生態系保全を視野に入れた水質管理
に、物質循環の視点を組み込むため
の研究。

動物プランクトンに捕食されやすい中小
植物プランクトンの増殖に着眼し、湖内の
円滑な物質循環につながる条件を解明。
また、魚類等を含む物質循環を再現・予
測できるシミュレーションモデルを構築し
た。

環境研究総合推進費（国委託）

【H28～H30】

地方創生推進交付金（重点化特別枠）

新たな水質管理手法の検討状況
【H28～Ｒ２】
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溶存態有機物(DOM)

植物
プランクトン

細菌

動物
プランクトン

原生動物
（真核生物を含む）

55mgC m-3 d-1

31mgC
m-3 d-1

396mgC m-3

513mgC m-3

呼吸

1,790
mgC m-3

一次生産

4.9mgC m-3 d-1

陸域負荷(TOC)

19mgC m-3

26mgC
m-3 d-1

呼吸

2.4mgC m-3 d-1
56mgC m-3

呼吸等

2.5mgC
m-3 d-1

54mgC m-3

同化

捕食生産

DOMの30～40％程度

高次捕食者への物質伝
達には、微生物食物連鎖
より生食食物連鎖が主体

懸濁態有機物(POM)

細菌生産は一次
生産に匹敵する
が、その多くが
DOMに戻っている

窒素・リン

湖内物質循環の概況
1116
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従来の考え方：

流入負荷を減らして湖内の水質を
改善したい

栄養塩濃度は減少【水質保全】した
が、魚類等の生産量も減少？

これからの考え方：

良好な水質を維持しつつ、魚類等
につながる物質循環を円滑にする

良好な水質と魚類等資源量の改善
の両立を図る【生態系保全】

栄養塩有機物

動物プランクトン

魚

細菌

植物プランクトン

流入負荷

栄養塩有機物

動物プランクトン

魚

細菌

植物プランクトン

水草 水草

流入負荷
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アオコなどアオコなど アオコなど

新たな水質管理の考え方
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気候変動の影響と思われる現象の対策等
に向けた調査研究等
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図2 C点における底層DOの経月変動

図1 調査地点
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琵琶湖におけるアオコ発生日数および発生水域数の経年変化



南湖における水草大量繁茂対策の実施
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南湖における水草繁茂状況
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データ：水資源機構

1997年（H9） 2002年（H14） 2007年（H19）

2013年（H25） 2019年（H31）



2424

南湖の水草現存量

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

水草刈取除去量 推移

根こそぎ除去(t) 表層刈取(t)

◆実施体制
◇県関係機関
琵琶湖環境部 琵琶湖保全再生課

下水道課
農政水産部 水産課
土木交通部 流域政策局

（研究機関） 琵琶湖環境科学センター
琵琶湖博物館
水産試験場

◇県以外の団体
市（※自治振興交付金活用）
民間団体等

◆ 湖底直上水（-30cm）の9月のＤＯ変化
（H26） （H29）（H24）（H23）（H19）



プラスチックごみの増加の防止や
マイクロプラスチックに係る知見の集積等
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マイクロプラスチックの発生源の一つとなっているプラスチッ

クごみに関して、その効果的な削減対策等を検討するため、
琵琶湖の湖底ごみ（プラスチックごみ）の実態把握を行った。

調査の目的および概要

赤野井湾再生プロジェクト
主催の「びわこ湖底ごみ回
収大作戦」で回収した湖底
ごみについて、滋賀県が実
態把握調査を実施。

参加募集チラシ

散在性ごみや湖岸のごみ等の調査は今までも実施してきたが、

琵琶湖の湖底ごみの把握は初めて！！

年内を目途に
とりまとめ予定

実施日：令和元年6月23日（日）
参加者数：186人
場所：守山市赤野井湾

琵琶湖のプラスチックごみ実態把握調査の概要①
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作業の様子

胴長で湖に入り、湖底ごみを回収
回収したごみを
クレーンで陸へ

陸上で、ごみの洗浄および分別を実施

20

琵琶湖のプラスチックごみ実態把握調査の概要②
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袋類 農業系 ペットボトル

トレイ・容器類 その他プラ

その他
のごみ

琵琶湖のプラスチックごみ実態把握調査の概要③
(ごみの分別状況）
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袋類 31.9%

農業系プラス

チックごみ

34.3%

トレイ・容器類

10.8%

ペットボトル

2.7%

その他プラス

チックごみ

20.3%

体積 %

調査結果

湖底ごみ全体の内訳（体積） プラスチックごみの内訳（体積）

プラスチックごみだけ
の割合を抽出

• プラスチックごみの割合は体積比で74.5％となっており、湖底ごみにプラスチックごみ
が多いことが分かった。

• プラスチックごみの内訳は、袋類、農業系プラスチックごみが多く、ペットボトルは少な
い結果となった。

• 回収した湖底のプラスチックごみには、長期間残留しているものもあった。

調査結果について
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赤野井湾における水質改善
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赤野井湾の地形変化
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琵琶湖総合開発前 平成１５年度撮影

・湾内面積：1.4km2

・閉鎖性が強い水域
・流域面積：31.4km2
・流入河川：８河川
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南湖 赤野井湾(旧杉江沖)

赤野井湾流域のあるべき姿（水質）
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透明度

透明度は1.0mと、あるべき姿に近づいていない。

赤野井湾流域流出水
対策推進計画策定
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COD

CODは4.8mg/Lと、目標である3.0mg/Lは達成できなかった。

赤野井湾流域流出水
対策推進計画策定



赤野井湾流域のあるべき姿（河川水質）
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BOD

赤野井湾流域流出水
対策推進計画策定

BODは、平成3年頃から減少傾向の後、横ばいで推移



赤野井湾流域のあるべき姿（河川水質）
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全窒素

赤野井湾流域流出水
対策推進計画策定

全窒素は、平成元年頃から改善傾向が継続している



赤野井湾流域のあるべき姿（河川水質）
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全りん

全りんは、昭和55年頃から減少傾向の後、横ばいで推移

赤野井湾流域流出水
対策推進計画策定
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• 夏季はアナベナ、ミクロキスティス等の藍藻類が増加
• 冬季はヒメマルケイソウを主体とした珪藻類が増加

赤野井湾（旧杉江港沖）における植物プランクトン総細胞容積の変動
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認定NPO法人びわこ豊穣の郷 HP
守山市民によるほたるマップより作成。
（※令和元年度からは集計方法変更）

ホタルの飛翔地域は増加傾向にある。

赤野井湾流域流出水
対策推進計画策定



赤野井湾流域のあるべき姿（シジミ）
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6・8月

12月

• 全体的にはタニシ、ユスリカが多い
• 1地点ではシジミ等二枚貝が比較的多く生息


